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ボーリング柱状図
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B-2(斜面下部) 37° 03’ 40.5400”

139° 55’ 21.0900”

587.62 m

8.00 m
0.00° 0.00° 48.00°

栃木県大田原土木事務所　保全部 2009-11-26 ～ 2009-12-01
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礫混じり
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表土

径φ5～30mmの礫混入
含水比下～中位　粘性下位
崖錘堆積物

径φ5～30mmの角礫主体
マトリックス(礫間充填物)は細粒
土～粗砂
1.70mまで細粒土・砂分混入多い
希に径φ40～50mmの粗礫混入
2.90m付近コア長100mm程度の粗
石混入
孔壁はやや崩れやすい

洪積礫質土

径φ5～40mmの角礫主体
マトリックスは細粒土～粗砂で砂
分多い
局部的に細粒土・砂分やや優位な
部位あり
3.15～3.90m間、細粒土分・砂分
混入非常に多い
4.50～5.00m間、コア長
30～80mm程度の粗礫・粗石密に
混入
5.00～5.45m間、細粒土分・砂分
混入多い
5.50～8.30mまで礫分多い
孔壁は比較的自立する
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